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1 は じ め に

緑肥鋤込みによる生育の抑制や養分吸収阻害については
,

著者ら2)及 び小西r)の報告があるが,その程度は気象条

件により異なっている。そこで,黒泥上壌における緑肥鋤

込量,窒素施肥法を中心に 3か年間にわたって検討を行 っ

たので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

土壌は黒泥土壌 (今の浦統),日 減水深15mm。 レンゲ
,

ライムギは前年秋に播種,5月 中旬のレンゲ開花期, ライ

ムギ穂揃期に,鋤込みを行った。鋤込み時の地上部乾物中

の窒素濃度はレンゲ37%,ラ イムギ15%(19900で あっ

た。

試験区はレンゲ地下部のみ,レ ンゲ地上部 2ト ン,ラ イ

ムギ 3ト ン,ラ イムギ6ト ン及び堆肥 1ト ン区 (対照)と
し.基肥窒素はレンゲ区は無窒素,ラ イムギ区は0 3kg/a

堆肥区は0 5kg/a,燐 酸,加里は08,0 7kg/aを各区に施

用した。

表 1 生育収量調査 (1989～ 1991年平均)

収量関連では,レ ンゲ地下部区で各年次とも生育量が少

なめ,レ ンゲ 2ト ン区は1991年で一穂籾数が少なく,ラ イ

ムギ6ト ン区は倒伏による登熟歩合低下の影響が大きかっ

た。

この結果.3か年を平均すると以上の 3区 は堆肥区に比

較して10%程度減収する結果となった。また,ラ イムギ 3

トン鋤込み区は気象条件の良い年は倒伏も少なく,籾数が

表2 乾物重の推移 (g/nf,1989～ 1991年平均)
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鋤込みの 7～ 10日後に
'サ

ニンキの中苗を平方メートル

当たり20株で機械移植 した。追肥窒素はレンゲ及び堆肥区

のみに減数分裂期0 2kg/aを 施用 した。

3 試験結果及び考察

気象条件 は1989年 には低温少照の影響が強 く,1990,

1991年 は高温多照に経過 している。年次毎にみると,ラ イ

ムギは両区とも1989年 には稗長,穂数,一穂籾数いずれも

過大で登熟歩合の低下が著しい。その後の 2か年は, レン

ゲ 2ト ン区はライムギ区よりも繹長が伸長し,倒伏時期 も

早く,登熟歩合低下が大きくなっている。

表 1に示した3か年平均では,緑IIE鋤込み区の茎数増加

は初期の抑制が大きいが,そ の後徐々に回復し,穂数では

堆肥区との差は縮小した。また,ラ イムギ鋤込みの両区は

レンゲ区よりも茎数,穂数が多かった。得長はレンゲ地下

部区を除いて長めであったが,レ ンゲ2ト ン区>堆肥区>
ライムギ両区の順となり,ラ イムギ区で比較的短 く, これ

は生育抑制期間が長いことを示すものと考えられた。

多いために多収となり,3か年の平均値は堆肥区対比98%

と高くなった。

表 2の乾物重推移を堆肥区との比較で見ると,減数分裂

期頃までは緑肥鋤込み各区が少なく経過 したが,穂揃期に

はレンゲ地下部区を除いて勝る結果であった。既報
1)の土

壌還元化による生育の抑制の回復時期及び緑肥分解推移を

反映したものであろう。
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窒素吸収量の 3か年平均l●Lを図 1に示 した。幼穂形成期

頃までは各緑肥区とも堆肥区に比べて同程度に吸収量が低
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肥のライムギ区では6ト ンの場合は過剰に,3ト ン区 (プ

ロット省略)では堆肥区並に推移 した。堆肥区対比の成熟

期吸収量は1990年 には,レ ンゲ 2ト ン区は同等,ラ イムギ

区はやや少かったが,1989年はレンゲ区がやや少なく ラ

(g/r)

図 1 窒素吸収量の推移 (1989～1991年平均)

イムギ区が過剰の傾向であった。年次変動を緩和するには
,

初期吸収阻害の軽減が肝要と思われた。
jL壌アンモニア態窒素濃度の推移を図 2に示した。レン

ゲ 2ト ン区は堆肥区と同様の傾向であったが,ラ イムギ区

は幼穂形成期頃にかなり高い濃度を示し6ト ン区で著しく

高かった。

表 3の Eh。推移を見ると,堆肥区よりもレンゲ2ト ン及

びライムギ区がかなり低く推移した。分解過程に対応して

レンゲ区では初期の低下が大きいが,6月 中旬頃からは比
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水深の小さい黒泥土壌でのライムギ鋤込みの生育を不安定

にする主要因になっていると考えられる。 しかし,こ れら
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6月         7り 1

図 2 作土アンモニア熊窒素濃度の推移

(1989～ 1991年平均)

表 3 Eh`(mV)の推移 (1989～ 1991年平均)
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図 3 作土土壌 (春)の窒素無機化生成量

(30℃ ,1991年)
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撃樹鑑以上
検
記男質嚢き早鬱馨を覧るため,緑肥 3年間施用後の作土

について30℃ 5週間湛水培養した窒素無機化量は図3の よ

うになった。 レンゲ 2ト ン,ラ イムギ 3ト ン区は堆肥区と

大差なく,ラ イムギ 6ト ン区では初期より多く推移 し, 5

週
雲具源墨業腱震浩畠:3T(ゝ T,蔚懸轟ぎ′慮iり 高

まる傾向があった。 レンゲ区では穂肥を施用したため, ラ

イムギ区よりも高くなったものと思われる。しかし,いず

れの値も濃度的には食味に及ぼす影響は少ないものと判断

できる。

4ま と め

(D 緑肥鋤込においてレンゲは高温多照年に草丈が伸長し
孟
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蘇施地力窒素はライムギ 6ト ン鋤込みにより大きく

増加し,地方増強効果の高いことが認められた。
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